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災
害
時
多
目
的
船
の
建
造
を
求
め
る
意
見
書

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
交
通
・
通
信
網
、
医
療
施
設
等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
被
災
地
で
は
多
く
の
傷
病
者
が
迅
速
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
病
院
施
設
も
損
傷
を
受
け
た
こ
と
、
損
傷
の
軽
微
な
病
院
で
も
対
応
で
き
る
病
床
数

が
絶
対
的
に
少
な
い
こ
と
、
医
師
や
看
護
師
も
被
災
者
で
あ
り
、
ま
た
交
通
網
も
遮
断
さ
れ
て
お
り
即
時
に

救
急
活
動
に
従
事
で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
事
態
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
す
る
に
は
、
最
先
端
の
医
療
設
備
・
機
器
を
搭
載
し
た

病
院
船
を
建
造
し
、
海
上
か
ら
の
医
療
支
援
が
行
え
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
諸
外
国

の
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
と
お
り
、
災
害
時
多
目
的
船
（
病
院
船
）
を
建
造
・
保

有
し
、
緊
急
時
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
可
及
的
速
や
か
に
提
供
で
き
る
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

一

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
時
多
目
的
船
を
新
た
に
建
造
す
る
こ
と
。

二

災
害
時
多
目
的
船
は
、
災
害
時
の
医
療
活
動
及
び
物
資
提
供
な
ど
の
支
援
活
動
の
拠
点
に
加
え
、
政
府

の
災
害
対
策
活
動
の
現
場
指
揮
を
と
る
司
令
塔
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
。

三

国
家
軸
（
国
内
災
害
対
応
）
、
国
際
軸
（
国
際
貢
献
）
、
地
方
軸
（
離
島
・
僻
地
の
医
療
支
援
）
の
三

つ
の
大
き
な
柱
を
念
頭
に
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
平
時
の
運
用
方
法
も
含
め
た
災
害
時
多
目
的
船
の
十
分

な
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
。

四

災
害
時
多
目
的
船
の
母
港
と
し
て
国
内
の
東
西
二
か
所
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
西
日
本
に
つ
い
て
は

大
分
県
佐
伯
港
と
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
四
日

大
分
県
議
会
議
長

志

村

学

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

参

議

院

議

長

平

田

健

二

殿

内

閣

総

理

大

臣

野

田

佳

彦

殿

総

務

大

臣

川

端

達

夫

殿

財

務

大

臣

安

住

淳

殿

厚

生

労

働

大

臣

小
宮
山

洋

子

殿

国

土

交

通

大

臣

羽

田

雄
一
郎

殿

内

閣

府

特

命

担

当

大

臣

中

川

正

春

殿

（

防

災

担

当

）


